
〈中学校国語部会 〉

研究主題 ・副主題

「読むこと」の領域における効果的な指導の工夫

一個に応じた指導の充実を図る指導内容 ・指導方法の研究開発一

研 究の概 要

学 習指 導要 領 で は、 「読 む こ と」の指 導 に関 わって 「様 々な 種類 の文 章 を読 み 内容 を 的

確 に理解 す る能力 」f目 的や 意 図 に応 じて文 章 を読 み 、広 い 範 囲 か ら情報 を集 め、効 果 的

に活用 す る能力」 等 を身 に付 け させ るこ とが求 め られ て い る。 これ らの 能力 をは ぐくむ た

め には 、生徒 の主 体 的な活 動 を組 織す る必要 があ る。

そ こで、本 研究 では 、 「読 む こ と」 の領 域 にお いて 、基 礎 ・墓本 の確 実 な定 着 と個 に応

じた指導 の一層 の充 実 を図 るた め、個 に応 じた指 導の在 り方 、生徒 が意欲 的 に取 り組 む授

業 の 工夫等 につ いて研 究 を行 った。

1研 究 目 的

「読 む こ と」の 指導 に おい て 、個 に応 じた指導 の在 り方 、生徒 が意欲 的 に取 り組 む授 業 の

工 夫等 を明 らか に し、一人 一 人の 学習状況 に応 じた指導 内容 ・指 導方 法の 改善 ・充実 を図 る。

皿 研 究 の 方 法 ・内 容

1育 成す る言語能 力の 明確化

学習 指 導要領 の 「読 む こ と」 にお ける 内容(以 下 「指 導事項 」 と略記)11項 目の うち、

そ の 単 元で指 導す るの は どの 指導事 項 か を明確 にす る。 この よ うに、育 成す る言 語能 力 を明

確 に した上 で授 業 を構想 す る と ともに、個 々の生 徒 の学 習の 実現状 況 を把握 す る手 だて を工

夫 し、指 導過 程 に位 置 付 け る。 また、 これ らを生 徒 に明示 す る こ とで 、学習 へ の取組 が 主 体

的 ・意欲 的 にな り、 自己評価や 相 互評価 の際 も視点 が明 らか にな る。

2自 己評価 ・相 互 評価 の活 用

授 業 中や 授 業後 に、 ワー クシー ト、相 互評 価表 、評 価 カー ド、観 察 、作 品 、 ノー トな どを

活 用 し、 目標 に対 す る生徒一 人一 人の 学習状 況やつ まず きを と らえ る評価 を実 施す る。

また 、教 師 に よ る評価 だ
〔領 域 構 成 〕

け でな く、生徒 自身 が 自ら

の学 習 状況 を確 認 で きる も

の にな る よ う工夫す る。 目

標 に準 拠 した評 価 は、生 徒 〔Sl学 年〕
様々な種類の文章を読み内容を的確に理解す

一 人 一 人の 目標 の 実現状 況 る能力を高めるとともに
、読書に親しみものの

見方や考え方を広げようとする怨度を育てる。を的確
に把 握 し、 学習状 況 〔算2学 年&び 第3学 年ユ

目的や意図に応じて文章を読み、広い範囲か
の改 善 に生 か して い くこ と ら情報を集め、効果的に活用する能力を身に付

けさせるとともに、読書を生活に役立て自己をが 重要
で ある.向 上させようとする態度を育てる。
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3個 に応 じた 指導の工 夫

個 に応 じた 指導 を進 めてい くた めに 、生徒 個 々 の学 習状 況 を的 確 に把 握 し、 「個 別指 導 や

理解 の 程 度 に応 じた指 導」や 「教材 の 工夫」 な ど指 導方 法 の改善 を図 る。 また、評価 結 果 に

応 じた 補 充的 な学 習や発 展的 な学 習 につ いて あ らか じめ計 画 をた てて お く。 特 に、学 習 の 実

現 状 況 がr努 力 を要す る」 状 況(C)と 判 断 され た生 徒 に は 、 「お お むね 満足 で き る」状 況

(B)に な る よ うに、 その 生徒 が意欲 を もち、具体 的 な課 題 を意識 で き る よ う適 切 な指 導 ・

支援 を講 じる こ とが必要 であ る。 具体 的に は、次 の よ うな こ とが あげ られ る。

ア 自己評価 ・相互評価の活用

生 徒 が 自己評 価や 相 互評 価 を行 い 、 自分 で 学習 状況 に気 付 き 、新 た に意欲 や 課

題 を もって 自力で 取 り組 も うとす る場面 を設定す る。

イ 指導形態の工夫

少人数 指導や テ ィー ム ・テ ィー チ ングな ど、 指導 形態 を工夫す る。

ウ 教 師 に よる肯定 的な コメ ン ト

評価 結果 に即 して 、教 師 が、授 業 中の机 間 指導 な どで 「ほ め る」 「励 ます 」 「助

言す る」 を した り、 ワー クシー トや ノー トに適 切 な コメ ン トを記入 した りす る。

工 繰り返しの学習

次 時の 導入 場面 で既 習事 項 を確 認す る時 間 を設 定 した り、既 習の ワー クシー ト

を再度 活用 した りす るな ど、学習活 動の 改善 を図 る。

〔オ 補充の指導 〕

授 業 中 また は特 別 な時間 を設 定 し、補 充指導 を行 う。

4学 習 意欲 を高め る工夫

生 徒 一人 一人 が 意欲 的に学 習 に取 り組 む た め には、 生徒 自 らが学習 目標 を もち、そ の達 成

を 自 ら判 断 で きな くて はな らな い。 そ のた め に、 生徒 に とっ て魅力 的 な学 習活動 、学 習課 題

を 用意 し、 何 よ りも、そ こで付 け るべ きカ を明確 に して 目標 を もたせ 、そ のた めの指 導 ・助

言 を教 師 が行 うこ とが大切 で ある。 具体的 には 、次の よ うな こ とがあげ られ る。

ア 補 助 資料 の工 夫

資 料 を複数 用 意 し、教科 書 教材 との比 べ 読み を行 うこ とで、教材 の 内容 にっ いて 興味 ・

関 心 を もって読 み取 るこ とがで き る。

イ 学 習活動 の工 夫

デ ィベー トや 意 見交換 会 な どを行 うこ とに よ って、 読み 取 った 内容 を根拠 に しな が ら 自

分 の 意 見を発 表す る こ とで 学習 の 目的が 明確 にな り、意 欲 的 に学習 に取 り組 む こ とが で き

る 。

ウ ワー クシー トの工 夫

個 人 的な 自由な読み を重 視す る よ うに、 ワー ク シー トを 工夫す る。 この 工夫 に よ り、 自

己 の課題 が明 らか にな り、また 課題解 決 に向 けて、深 く考 えなが ら取 り組 む ことが で きる。

一2一



皿 指 導事例

【事例1】 ディベー トの手法 を取 り入れた指導

本事 例 で は、 「読 む こ と」 にお け る説明 的文 章 の指導 で、 文章の 内容 を正確 に と ら

えた り、筆者 の もの の見方 や 考 え方 を理 解 し、 自分の ものの見方や 考 え方 を広 くす る

力 を育成 す るた め、個 に応 じた指 導や 生徒 の主体 的な活 動 を促 す こ とを意識 し、デ ィ

ベ ー トの手法 を取 り入れ た指導 を工夫 す る。

(1)教 材名 「玄 関扉 」渡 辺武信/作 、三省 堂(第1学 年 〉

(2)授 業計画(7時 間扱 い)

次 時 主な学習活動 評 価 【観点の略】 評価方法

・形 式 段 落 ご と に 本 文 を 読 ・本 文 の 内容 を ま とめ る こ ワー ク シ ー ト

第1次 む 。 と が で き る。 【読 】 観察

(1醐 ・本 文 の 内 容 を ワ ー ク シ ー

トに ま と め る 。

・話 句の意 味 を確認 す る。

・「外 開 き 」 「内 開 き 」 の 特 ・「外 開 き 」 「内 開 き 」 の 特 準 備 シ ー ト

第2次 徴 や よ さ を 、 本 文 、 資 料 徴 に つ い て 書 い て あ る部 1

(1時 間} か ら探 して抜 き出す。 分 を 、本 文 や 資 料 か ら と 観察

らえ て い る。 【読 】

・デ ィベ ー トの 準 備 と して 、 ・租 極 的 に 自分 の意 見 を ま 準 備 シー ト2

第3次 「立 論 」 「反 論 」 「質 問 」 とめて い る。1関1 ～5

(2時葡 な どをま とめ る。 ・自分 た ち の 意 見 の 中 心 に 観察

・根 拠 の確 認 をす る。 な る根拠 を と らえてい る、

【読 】

・デ ィベ ー トを行 う。 ・お 互 い の 主 張 を 通 じ て 、 記録用紙

第4次 ・デ ィ ベ ー トを 通 じて 、 「内 「外 開 き 」 「内 開 き 」 の 違 発言

(2時葡 開 き」 「外 開 き 」 の 違 いや いや特 徴 を理解 してい る。 観察

特徴 を探 す。 【調

第5次 ・「玄 関 扉 」 以 外 で 、 身 近 な ・身 近 な と こ ろ に あ る文 化 ワー ク シ ー ト

(1時間) と こ ろ に あ る文 化 の 違 い の違 い を と ら えて い る。 観察

を 見 つ け る。 【読1

(3)指 導上 の工 夫

① 個 に応 じた指導 の工夫

デ ィベ ー トの手法 を 用い るに 当た り、い くっか の グルー プ を構成 し、 グルー プ員 一 人 一

人に 「立論」 「質 問」 「応 答j「 結論 」 「記録」 とい う役割 を もたせ た。 立場や 役割 を明確 に

す る こ とで 、 自分 の意 見 を もっ こ とに 目標 をお いた.日 常 の授業 では 補 充的な手 だ て を必

要 と してい る生徒 も、 自分 の役 割 が 明確 にな るた め、取 り組 みや す くな る。 また 、 グルー

-3一



プ 員 が協 力 して文 章 をま とめた り、相 互 に ア ドバイ ス を した りとい う場 面 が期 待 され る。

さ らに、 教師 が 、生 徒 の活 動 を親 察 しなが ら、学習 状況 に応 じた個別 指 導 を丁寧 に行 うこ

とが で き、教材 とのかか わ りを深 める こ とも可能 とな る。

② 複 数 の 資料 の比較

教 科 書 の教材 だ けで な く、 関連 した 資料 を用 い る こ とで、 よ り一層 内容 の理解 を深 め る

こ とが で き る。 特 に 、 日常生活 の 中で の 「内開 き」 「外 開 き」 の具 体的 な事 例や 出来 事 が

載 って い る文 章 は、生徒 に とって身近 で わか りやす く、デ ィベ ー トの際、根 拠 と してあ げ

た 生 徒 も多 い。 また 、資料 の中 か ら 「内開 きjr外 開き 」そ れ ぞれ の特 徴 が書 い て ある 部

分 を探 し出 し、色 を変 えて 傍線 を引 き、 グルー プ員 同士 で確 認 させ るこ とで、様 々 な視 点

か らの多角 的 な読み が可能 とな る。

(4)本 時の 指導 計画

主な学習活動 指導上の工夫 評価の方法

・デ ィベ ー トの や り方 を確認 ・内容 を 理 解 す る た め に デ

導 入 す る。 イ ベ ー トを 行 うこ とを 念

押 しす る。

・「外 開 き 」 の 主 張 と 「内 開 ・司会は 教師 が行 う。 ◎ グルー プ で

き」 の 主張 とい うテ ー マ で ・「外 開 き 」 派(「 外 開 き 」 の相 談の と

デ ィベ ー トを 行 う。 の 方 が よ い)と 、 「内 開 き 」 き に 、他 の

(1)「 外 開 き 」 派 立 論 派(「 内開 き」の方 が よい) 生徒の意見

(2)「 内 開 き 」 派 立論 のそれぞれの立場で根拠 を参考にさ

(3)相 手 へ の 反 論 、 反 論 へ を明らかに して意見を述 せ 、具体 例

の答え準備 べ る よ うに指示 す る。 を用 い て ア

展 開 (4)「 内開 き」 派反 論① ・予 測 し て い な か っ た意 見 ドバ イ スす

(5)「 外 開 き」 派 答 え① が 出 た と き の 対 応 に つ い る 。

(6)「 外 開 き」 派反 論① て は 、 グル ー プ で 考 え さ

(7)「 内 開 き」 派 答 え① せ る 。

(8)「 内開 き」 派反 論②

(9)「 外 開 き」 派答 え②

(10)「 外 開 き」 派 反 論 ②
・記録 用紙 の記 入 にっい て

、

(11)r内 開 き 」 派 答 え② 自分たちの派の参考にな

(12)結 論 準備 る よ うな 意 見 を 中 心 に 、

(13)「 内 開 き 」 派 結 論 記録 す る よ うに させ る。

(14)「 外 開 き 」 派 結 論 ・判 定 員 に は ど ち らの 派 の

(15)判 定 準 備 主 張が 説得 力が あ るか を、 発表

(16)判 定 判定 させ る。

・デ ィ ベ ー トを 通 して 「外 開 ・次 時の 学習 の予 告 をす る.

まとめ き 」 と 「内 開 き」 の 違 い や

1特 徴 が つか めた か を 知 る、.
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(5>生 徒 の 変容

今 回 の授業 は グル ープ 単位 での 学習活 動 を 中心 に行 っ た。 グルー プの 中で係 を分 担 した

こ とで 、 自分 の役 割 が明 らか にな り、意 見 をま とめ る こ とが 苦手 な生徒 も、 同 じグル ー プ

の生徒 の 協力 を得 て 、学 習 を進 め るこ とがで きた.こ うして 、少 しずっ 意欲 や 関心 を高 め

る こ とが で きた生 徒 は、 当 日のデ ィベー トで 、 自信 を もって 自分 の意見 を発 表 して い た。

本 授 業 の後 、r『外 開 き』 『内 開 き』 の どち らを支 持す る か書 き、そ の根 拠 を教科 書や 資

料 か ら探 し、で き るだ け多 く抜 き出 しな さい。jと い う課題 を示 し、意 見 を書 かせ た とこ

ろ、28人 中24人 が根 拠 を二つ 以上探 して意 見 を ま とめ るこ とが で きた。 今 回の 学習 を

通 して 、教科 書や 資料 の 内容 を ほぼ読 み 取 るこ とが で きた と考 え られ る。

〈主な生徒意見例〉

○ 「内開 き」 を支持 します 。 なぜ か とい うと、 内 開 き だか ら助 か った とい う例 が 二

っ もあっ たか らです 。 一 つ 目は 「ハイ ジャ ックか ら身 を守 る」、 二っ 目は 「洪 水 か

ら身 を守 った」 とい うこ とで す。 「外開 き」 だ と、 「履 き物 に あた らない」 な ど と

て も良 い点が あ りま した が 、 「内開 き」 の方 が 早 く身 を守 る とい うこ とで、 「内 開

き」 の方 がい い と思い ます。

0僕 はf内 開 き」 の 方 が い い と思 い ます。 なぜ な ら、資 料2に 「内開 きの ドア とい

うの は 、侵 入 者 を防 ぐ とい う意 味 もも ってい るの で あ る」 と書い て ある よ うに 、

近 くに重 い物 を置 い て い れ ば、 鍵 を壊 され て も外 敵 の侵 入 を 防 げ るか らです 。 二

っ 目は、資料3に 「地 下 室 の ドア が も し内開 き で あ った な らば 、そ の 男性 は或 い

は助 か ってい たか も しれ ませ ん 」 と書 い て あ る よ うに、 洪 水 の水 圧 で 閉 じこ め ら

れ て 死 ん で しま った な ど、 内開 きな ら何 の被 害 もな く、 死 な な いです んだ の で 、

内 開 きの方 が いい と思 い ます。

O私 は 「外 開 き」派 ですeな ぜ な ら、 「雨水 を 防 げる」(資 料1)「 脱 ぐくっ にあ た ら

な い1(資 料2)「 玄関 がせ ま くて も平気J(教 科 書)「 土 間が洗 いや す い」(教 科 書)

「爆 風 を さけ る こ とが で き る」(資 料3)「 す きま風 が 入 らな い1(教 科 書)な ど 日

本 人 の習 慣 に合 った 工夫 が され て い て 、 日本 人 に合 っ て い る と思 うか ら、外 開 き

が いい と思 います。

(6)考 察

デ ィベ ー トは合 計2回 行 った。1回 目と2回 目で座席 の配 置 を変 えた ところ、生 徒 同士

で の相 談 が しや す くな り、デ ィベ ー トを 円滑に行 うこ とがで きた。 デ ィベ ー トを行 った こ

とで、対 抗意識 を もつ グル ー プが 出て きて 、生徒 の 関心や 意 欲 が高 ま った。 また、 同 じグ

ル ー プで も、 自分た ちの気付 かな かった根 拠や 意 見が 出て くる こ とが あ り、 「内開 き」r外

開 き」 それ ぞれ の特徴 が 一層 明確 にな った。

今 回の授 業 では 「読 み 取 り」が 中心 で 、デ ィベ ー トは あ くまで もその ため の手段 と して

用 いたが 、生徒 た ち は盛 り上が って く る と勝 敗 に気 を取 られ る傾 向 も あるの で、教 師 が留

意す る必 要が あ る。 デ ィベ ー トの や り方 に こだ わ る必要 は な く、 自由 に意 見交 換 が で き る

よ うな方法 も考え られ る.
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【事例2】 二つの文章 を比べ読みする指導

本 事例 で は、 同 じ視点 を もって説 明的文 章 と童 話 とい う二つ の 文章 を比べ読み し、

書 き手 の意 図を意識 して 自分 の考 えを深 める力 を育成 す るた め、 自然 と人 間のか かわ

りにつ いて注 目させ るな ど、 目的 と必 要に応 じた多様 な読み の指 導 を工夫す る。

なお 、「魚 を育 て る森」を 中心教材 に し 「な め とこ 山の熊 」を補助 教材 とした の は、

前者 の 「自然 界 は 、微 妙 なバ ラ ンス を保 ちな が ら、 互 い に 関係 し合 っ て存在 して い

る。 その こ とを肝 に銘 じて 、 わた した ちは 、 自然 の 状態 を よ く知 り、 で きるか ぎ り

バ ランス を壊 さない よ うに考 え るべ きであ ろ う。」 とい う筆者 の 考 え と、後 者の 「生

活 の た め熊 を獲 るこ とに よっ て最 後 は熊 に殺 され て しま うが 、 熊 は決 して主 人公 の

こ とを嫌 い で はなか った。」 とい う作者 、宮 澤賢治 の 自然 に対 す る メ ッセー ジに共通

す る部 分 が あ るか らで あ る。 この 共 通部 分 と、二 つ の 作 品 の書 き手 の表 現や 表 現方

法 が生 む効 果の違 い の読み 取 りを通 して、'主体的 に 作品 とか か わ ろ うとす る姿勢や 、

進 ん で読 書に親 しむ態 度 を育 て る よ う改 善 を図 った 事例 で ある。

(1)教 材 名 中心 教材 「魚 を育て る森 」松永勝 彦/作 、光村 図書(第1学 年)

補助教 材 「な め と こ山の熊J宮 澤 賢治/作

(2)授 業計 画

《な め とこ山の熊 〉)(4時 間扱 い)

次 時 主な学習活動 評 価 【観点の略】 評価方法

第1次

(1時 間》

・本 文 を 読 む 。

・意 味 調 べ を す る .

・音 読 を 通 し て 語 感 を 豊 か

にす る。1読 】

ノー ト

第2次

(1時 間1

・ワ ー ク シ ー トに 書 く 。 ・情 景 描 写 や 表 現 の 仕 方 に

注意 して読 ん でい る。【読 】

ワー ク シ ー ト

第3次

(1燗

・ワ ー ク シ ー トに 書 く 。 ・人物描 写 に注意 しなが ら、

作 者 の 考 え方 を と ら え て

い る。 【読 】

ワー ク シ ー ト

第4次

(1㈱

・ワ ー ク シ ー トに 、 感 想 を

書 く。

・読 み 取 っ た こ と を も とに

感 想文 を書い て い る。1書 】

ワー ク シー ト

感 想 文

《魚 を育て る森》(5時 間扱 い〉

次 時 主な学習活動 評 価 【観点の略】 評価方法

第 ユ次

(1時間)

・黙 読 す る ,音 読 す る。

・意 味 調 べ を す る。

・語 句 の 意 味 を 正 確 に と ら

え、理解 してい る。 【読 】

観察

第2次

(1時 間}

・疑 問(森 は 海 に と っ て ど

の よ うな 役 割 を 果 た して

い るか)と 結 論 部 分 を 見

つ ける。

・文 章 の構 成 、 展 開 を 考 え

な が ら内 容 を 理 解 して い

る.【 読 】

ワ ー ク シ ー ト
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次 時 主な学習活動 評 価 【観点の略】 評価方法

第3次 ・腐 植 土 の 役 割 か ら森 と海 ・文 章 の構 成 、展 開 を考 えな ワー ク シ ー ト

(塒 問} の 関係 を読み 取 る。 がら内容をとらえている。【読1

・二 つの文 章 を比 較 して 「自 ・「自然 と人 間 の 関 係1に つ ワ ー ク シ ー ト

第4次 然 と人 間 の 関 係 」 に 関 し いて書き手の考 え方を と

(1時 問} て 自分 の意見 を もつ。 ら え て い る。 【読 】

・自然や環境に関する自分の考え

方 を明らかにしている。【読1

第5次 ・ 自然 、 環 境 を テ ー マ に し ・自然 や 環 境 に 興 味 ・関 心 発表

(1繭 た 作 品 を も ち よ り紹 介 す を も ち 、 進 ん で 読 書 に 親

る 。 しん で い る。 【関1

(3)指 導 上の 工夫

個 に応 じた指 導 を充実 させ るた め 、比 べ 読み が効果 的 に行 われ る よ うに、 ワー ク シ ー ト

を 工夫す る。 さ らに 、二つ の 作品 を読み 比 べた後 、読 書 活動 が よ り活発 にな るよ うに 、 自

然 をテー マ に した作 品 を進 ん で発 見 し紹 介 させ るな ど、発展 的 学習 の工夫 も行 う。

① ワー ク シー トの工 夫

補 助教材 「な め とこ山 の熊 」 を 自ら進 んで読み 取 るた め に、① 情景 描 写 と、② 人 物描 写

(主 人公 の小 十郎)を 探 し出 させ る。 各共 通部分 か ら小 十郎(作 者)は 自然 を どの よ うに

考 えて い るのか を書かせ 、個 人の 自由な読 み を重視 す る よ うに ワー ク シー トを工夫 す る。

中心教材 「魚 を育 て る森 」 では疑 問(緑 が よみ が え る こ とで 、失 われ た漁場 が も どった

の は なぜ な のだ ろ うか。 森 は海 に とって どの よ うな役 割 を果 た してい るの だ ろ うか。)を

解 決 す るた め 、キー ワー ド(森 が 消 え、海 が死 んだ ・腐植 土の 具体 的な役 割 ・食物 連 鎖)

を 中心 に読み 取 らせ るよ うに ワー クシー トを工夫 す る。

また 、 二つ の作 品を比 較 させ 、 自然 と人 間の関係{熊 と小十 郎の 関係)に 絞 って共 通 部

分 や 違 い を発 見 させ る よ うな ワー クシー トを工夫す る。 例 と して は、次 の とお りで あ る。

O人 間 が生 きるた めに何 か を犠牲 に してい る。

0人 間 が生 きるた めに 自然 を必要 と して い る。

O死 や 消 える とい う言葉 が使 われ て い る。

O食 物 連鎖 、 きっ ね けんな ど生 き るサ イ クル が ある。

0「 な め とこ山の熊 」 で は 、 自然 を考 え てい る人 間 の存在 が あ り、 「魚 を育 て る森Jで

は 、人 間が これ か ら考 え よ うと してい る。

② 発展 学 習の工 夫

学 習 した こ とを も とに、5時 間 目に 自然 と人 間 の関係 に ついて の 作 品を集 め させ 、 理 由

を含 めて紹介 させ る。 自然 に関す る作 品 は 、本 だ けで な く新聞 、ア ニ メー シ ョン、テ レビ

番組 、映 画 な ど幅広 く選 ばせ る こと とす る。

な お 、生徒 は次 の よ うな 作品 を紹介 した.そ の際 、 自然 に対す る 自分 な りの 考 え を もっ

て探 したので 、作 品 を選ん だ理 由を明確 にす る こ とがで きた,
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〈主な作品例〉

O「 子 どもた ちが地球 を救 う50の 方 法」 ブ ロンズ新 社

(環 境 の問題 とそれ につ い て 自分 が ど うすれ ば よい か が書 かれ てい るか ら)

O「 水 の伝説 夜 の神 話」 たつ みや章/作 、講 談社

(人 間 と自然 の関係 を考 え るきっか け とな る 山の精 霊や 山姫 が 出て くるか ら)

O「 千年 五人姉妹 」福 永玲 三/作 、講 談社

(自然 が人 間に 自然 を壊 さない よ うに訴 えてい るか ら)

○ 「もの のけ姫j「 風 の谷 のナ ウシカ」宮 崎駿夫/作

(人 間 が 自然 を破 壊 す るの を食 い止 め るた め、 共存 の 関係 を人 間に訴 えるか ら)

O「 デイ ・ア フター ・トゥモ ロー」(映 画)

(地 球 温暖化 が進み 絶対 零度 の世 界 にな った ら ど うな るか と考 え させ るか ら)

O「 環境 と公 害 」東京 都教 育委 員会

(今す ぐで きる こ とそれ は地 球 を救 う第一歩 とあ った か ら)

O「 指輪物 語 旅 の仲 間」 トル ー キ ン/作

(サ ル マ ンが欲 望 のた め森林 を破壊 して、 木 と人間 の戦 い が描かれ てい るか ら)

O「 森へ 」星野道 夫/作 、福音 館

(ア ラスカ の 自然 のす ごさ、そ こで生 きる動物 ・魚 ・川 のす ごさ)

(4)本 時の指 導計画

主な学習活動 指 導上 の工.夫 評価の方法

・学習 の 目標 を確 認す る。 ・学 習 の 目標 を明確 にす る。

導 入 ・書 き手 の考 え方 を理解 す る。

・自然 に関す る考 えを もつ 。

・「な め と こ 山 の 熊 」で 人 間 と ・「小 十 郎 が熊 の言 葉 を わか ワ ー ク シ ー一 ト

自然の関係を書き手がどの る の は な ぜ か 」 を切 り 口

よ うに考 えてい るか読 み脳。 に して 考 え させ る.

・「な め と こ 山 の 熊 」 「魚 を 育 ・「な め と こ 山 の 熊jは 「熊 ワー ク シ ー ト

て る森 」 で 書 き手 が 自然 と ほなぜ小十郎 が好きなの

展 開 人間の関係をどう考えてい か 」 を 切 り 口に 考 え させ る。

るか ま とめ る 。 ・各 グ ル ー プ で 司 会 者 を決 観察

・ 二 つ の 作 品 の 共 通 点 や 違 め 、 話 し合 い が 円 滑 に い

い を 「自然 と人 間 の 関係j く よ う にす る。

を中心 に話 し合 い な が ら見 ・意 見 は ワ ー ク シ ー トに 書

っ け る。 か せ る。

・二つ の作 品 を も とに 自然 と ・自 分 の 考 え を ワ ー ク シ ー ワー ク シ ー ト

まとめ 人 間 の関 係 に つ いて 自分 の トに 書 かせ る。

意 見 を もつ 。 ・根 拠 を 二 つ の 作 品 か ら見

っ け させ る。
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(5)生 徒 の変 容

一 っの作 品 を じっ く り読 む こと も大 切 だが
、読 み比 べ をす るこ とによ って生 徒 は 予想 以

上 に言葉 に こだわ りを もつ こ とが できた。 「二っ の作 品に は死 、消 える な どの表 現が あ る。

生 き るた め に小十 郎は 熊 を殺 し開拓農 民 は生 き るた めに森 林 を伐 採 す るな どの共 通部 分 も

あ る。」 な ど、書 き手 の 思いや 意 図 を考 え なが ら一 つ 一っ の 言葉 を理解 しよ う とした 。

また 、生徒 は、二っ の作 品 を通 して 自然 と人 間の関係 につ い て本文 の表現 を根 拠 に して 、

自分 の考 えを もっ こ とが で きた(下 欄 参 照)、 この よ うに、 自然 に 関 して環境 保 全 や 自然

との共 存は だ れで も容 易に 考 える こ とが で きるが 、そ れ ぞれ の個 々の読 み を通 して 自分 の

考 え を、根 拠 を明 らか に して もつ こ とが で きたの は重 要 であ る。 さ らに、 自然 に対す る 自

分 の意 見 を もちな が ら様 々 な作 品を探 す こ とがで きた こ とは 、 日常 生活 で進 んで 読む こ と

に取 り組 む き っかけに な った.

〈主 な作 品例 〉

O人 間は 自然 が な くては 生 きて い けない。 自然 に頼 りす ぎて いて もだ め。(伐 採 や破

壊)生 きてい くた め理解 してい く こ と力言必 要 なの だ.

O人 間は色 々な面 で 思 って い る以 上 に 自然に影 響 され て い る。(小 十 郎 と熊 の関係 、

森 が な くな っ て魚 が 来 な くな って しまっ た人 た ち な ど)だ か ら 自然 の こ とを 考 え

な くて はな らない.

O人 間 の考 えだ けで 自然 の生 き物 の命 を奪わ ない方 が いい。

(6)考 察

ジ ャ ンル の違 う説 明文 と童 話(文 学 的 文章)で 、 自然 と人間 のか か わ りとい う視 点 に立

ち、読 み比 べ る と、生徒 は 新鮮 な発見 をす る こ とがで きた 。 また 、言葉 に こだ わ りを もつ

こ とが で きる よ うにな り、比 ゆ表現 な どの表現 も注 意深 く読 み 取 る こ とがで きた。

比 べ 読み をす る際の 教材 選定 に 当た って は、学 習の 目標 に照 らし合 わせ て十分 吟 味す る

必 要 があ る。特 に、補 助教 材 の選定 に あた って は、育 て たい言 語能 力 に即 して 、何 を 目的

に比 べ読 み をす るの か明確 に して選 定す る ことが必 要 で あ る。

比 べ読み をす る ときの順 番 は、作 品 を理解 す る上 で大 きな影 響 が ある。本 時 では 、 宮澤

賢治 の 「な め とこ山 の熊」 を先 に読 ん だ こ とで 、生徒 は抵 抗 な く物 語 の世界 に入 って い く

こ とがで きた。 熊 と小 十郎 の 関係 を通 して 自然 と人 間 の共生 につ い て先 に考 え を深 めた た

め、 中心教 材 の 「魚 を育 て る森 」 の読 み取 りが容 易 に な り 「森 が消 え、海 が死 ん だ 」な ど

の表現 も理解 しやす くなっ た。

この よ うに、 ジ ャ ンル の違 う文 章 を比べ て も生徒 は柔 軟 に共通 部公 や違 い を読 み取 って

自分 の考 えを深 めて い く こ とがで きた。 発 達段 階 に応 じて、 よ り深 く読 んで い く こ とで、

書 き手 の思 い に一層 近づ く と考 え られ る。 さ らに、作 品 の紹 介 も広 い視 野にた うて選 択 す

る こ とが可 能 となる。
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四 研 究 の ま とめ

本研 究 で は、 「読 む こ と」 の領 域 にお いて 、基 礎 ・基本 の確 実 な 定着 と個 に応 じた指 導 の

一 層 の充 実 を図 るた め、個 に応 じた指 導の在 り方 、生徒 が 意欲 的 に取 り組 む授業 の 工夫 等 に

っ いて研 究 を行 った結果 と して、 次の よ うなこ とが あげ られ る。

1効 果 的 な指導 の工夫

(1)「 書 き手の ものの 見方 や 考 え方 を理解 し、 自分 の もの の 見方や 考 え方 を広 くす る」能 力

を育 成 す るた め には 、① 文 章 の中で疑 問 を も った箇所 や 特 に心 に残 った 箇所 につ いて 自分

な りの考 え を もち、それ を 自分 の言葉 で表 現す る こ と、 ②複 数 の作 品 を読 み比 べた り、複

数 の作 品 か ら特 徴 の ある表現 を見つ けて発 表 し合 った りす るな ど、で きるだ け多 くの作 品

に ふれ る こ とがで き る よ うにす る こ と、③ 叙述 や 展 開 に即 して 、内容 を的確 に理解 す る こ

と、 な どの 学習指導 の工夫 が必 要で あ る。

(2)「 二っ の文 章 を読み比 べ 、文 章の 表現 に即 して、 書 き手 の意 図 を読 み 取 る」能力 を育 成

す るため には 、①複数 の文 章 を取 り上げ る際 に は、 育て た い言語能 力 を 明確 に し、 学習 の

目的や 取 り組む べ き課題 に即 して生徒 の 学習意欲 を喚 起 す る こ と、② 複数 の文章 を比 べ な

が ら読 ませ る際 には、 あ らか じめ比 較す る視 点 を明確 に して、文 章 の共通 点や 相違 点な ど

に気 付 かせ る よ うにす る こ と、③ 重 要語句 を も とに 、文 章 を全体 的 に とらえ るよ うな学 習

活動 を行 うこ と、な どの学 習指 導の 工夫 が必 要 で ある。

2読 書 指 導の 充実

読 書 に親 しむ態 度 を育成 す る には、 国語科 の授 業 を通 して 、生徒 の読 書へ の関心 を高め 、

読 書 を 日常生 活 に根 付 かせ る よ うな指 導 を繰 り返 す こ と力状 切 で あ る。 「読 む こ と」 の授 業

で は 、読 解 のみ に終始 す る こ とな く、 学校 図書館 等 を活 用 して関連 図書 へ の読書 に発 展す る

よ う指 導 す る必 要 が ある。 また 、国語 科の教 師 は 、生徒 の発 達 段階や 読 書へ の関 心 に応 じて

適 切 な 図書 を薦 め られ る よ うに 、 日ごろ よ りふ さわ しい図 書 を探 してお くこ とな ども求 め ら

れ る。

3「 指 導 と評価 の計画 」の作 成

「読 む能 力 」 を 中学3年 間 で確 実 に身 に付 け させ るた めに は 、 「指 導 と評価 の計 画 」 を 作

成 し、指 導 と評価 の一体化 を図 る こ とが大切 で ある。

指 導 計画 では 、育 てた い言語 能 力や 指導 の ね らいを 明確 にす る とともに 、学習指 導 要領 に

示 され てい る指導 事項 を、 いつ 、 どの よ うに指 導す るのか を計 画的 に位 置付 けてお く必 要 が

あ る。

評 価 計画 では 、学 習活動 に即 した具体 的 な評価 規 準 を踏 ま え、多様 な 評価方 法 を工夫す る

とと もに、生 徒へ のフ ィー ドバ ックの在 り方につ いて も十分 に工夫す る必要 があ る.
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O「 玄 関扉 に 見 る 日本 文化論 」 三宅 善信/著(2002年4月)

O「 『外 開 き文 化 の悲劇 』一 ヨー ロ ッパや ア メ リカでは ドア は 内開 きが常識 」
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